
【製品一覧】  2022..4.1 現在 

製品名 稼動環境 主要機能 最新レベル 

DTRII  

 
Windows 8.1 (x86,x64) 
Windows 10 (x86,x64) 
Windows 10 (x86,x64) 
Windows 11 
Windows Server 2012 
Windows Server 2012 R2 
Windows Server 2016 
Windows Server 2019 
Windows Server 2022 

・文字コード変換 

・外字変換 

・データ型変換 

・レコード編集 

・ファイル形式変換 

・コマンド形式の実行 

・画面操作の実行 

・COBOL登録集インポート 

・APIの提供 

・データベースとの連携 

・ディレクトリ変換 

5R18R 

DTR/Linux RedHat Enterprise Linux 6 (x86, x64) 
RedHat Enterprise Linux 7(x64) 
RedHat Enterprise Linux 8(x64) 
CentOS 7 
Amazon Linux 2 
Oracle Linux 8 

・文字コード変換 

・外字変換 

・データ型変換 

・レコード編集 

・ファイル形式変換 

・コマンド形式の実行 

・APIの提供 

5R18R 

U-DTR Solaris 9 
Solaris 10 
Solaris 11 

DTR/Linuxと同様 5R17Q 

DTR/JHP HP-UX 11iv3 DTR/Linuxと同様 5R17Q 

DTR/J JRE1.6 
JRE1.7 
JRE1.8 
JRE1.11 

・文字コード変換 

・外字変換 

・データ型変換 

・APIの提供 

  (String class での透過的な変換) 

・マルチスレッド対応 

・DTRII 互換コマンド 

・データベースとの連携 

・ディレクトリ変換 

1R8H 

  DTRに関するお問い合わせ 

●本パンフレットの記載は改良のため予告なしに変更することがあります。 

●記載の商品名およびシステム名等は弊社の商標または商品登録です。 

●Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。  

●HP-UX は、米国 Hewlett-Packard 社の登録商標です。  

●Solaris は、Oracle Corporation の米国およびその他の国における商標または登録商標です。  

●Linux は、Linus Torvalds 氏の日本およびその他の国における登録商標または商標です。  

●Red Hat は、米国 Red Hat, Inc. およびその子会社の登録商標です。  

●Java は、Oracle Corporation の米国およびその他の国における商標または登録商標です。  

 

BIPROGY 株式会社 

Ｔｅｃｈマーケ＆デザイン企画部  DTR担当 

〒135-8560  東京都江東区豊洲1-1-1  

 
■ホームページ 
https://pr.biprogy.com/solution/tec/software/dtr/ 



特徴① 様々な漢字コードを相互変換 

特徴② 様々なファイル形式を相互変換 

DTRを用いてデータ変換すると、

・ ホストからオープンへのスムーズな移行

・ データ形式の異なるシステム同士の円滑な連携

が可能になります。

COBOLプログラムで定義・作成したCOBOL順編成ファイル、テキストファイルなどのディスク媒体

を相互変換します。これらは磁気テープ媒体とも相互変換することができるので、各社メインフレー

ム間でのデータ交換ユーティリティとしても利用できます。 

また、SANARENAシリーズ・ディスク

装置上のPCIOS順編成ファイルの入

出 力 も 可 能 で す。（UHMDE連 携）

サーバ上のDTRからOS2200の9ビット

データの読み書きができるようになり

ます。 

DTRを使うと、シフトJISなどのオープン系の漢字コー

ドはもちろんのこと、国内各社のメインフレーム独自の

漢字コードも相互変換できます。 

文字コードはASCII、EUC、EBCDICを選択します。 

ユーザが変換対応を定義することで外字を指定文字に変換することができます。 

この機能を使うと異機種間での外字の扱いを共通化することができます。 

外字変換機能 

黑 
?? 

黑 
機種依存の外字 

代替文字 

対応した機種依存の外字 

外字定義ファイル 

サポートするファイル形式 
■ディスク媒体 

・テキストファイル 

・固定長形式COBOL順編成ファイル 

・可変長形式ディスクファイル 

・csv形式 ・XML ・JSON ・データベース 

■磁気テープ媒体 

・固定長テープファイル 

・IBM形式の可変長テープファイル 

・情報交換形式の可変長テープファイル 

・不定形式テープファイル 

SANARENAとは 
 

同一ストレージをSANを介

して複数のサーバで共有す

る構成を実現したディスク

装置です。 

外字とは 
 

システムで使用できる文字

セットには備えられていな

い文字を指します。ユーザ

が独自に文字セットに追

加・作成できます。外字の

追加・作成を行わないと別

システムでは表示できた文

字を表示することができま

せん。 

SANARENA 

OS2200 サーバ 

UHMDE 

 

サポートする漢字コード 
・BIPROGY Let’s-J 

・JIS 

・Unicode ※ 

・シフトJIS 

・EUC漢字 

・BIPROGY JBIS 

・日立漢字 

・IBM漢字 

・富士通漢字 

・NEC漢字 

※Unicode： UTF-8、UTF-16BE、UTF-16LEの3種 

DTRは高機能データ変換ソフトウェアです。

システム間で異なるデータ形式を強力に相互変換

文字コードの違い

ファイル形式の違い

外字の違い……

メインフレーム 

Windows系サーバ 

UHMDEとは 
 

UHMDE(高速データ交換ソ

フ ト ウ ェ ア)は、

SANARENAストレージ内

にOS2200の標準ボリュー

ム形式として作成した共有

ボ リ ュ ー ム を 介 し て、

OS2200とオープンシステ

ム間のデータ交換機能を提

供するものです。 

データ変換とは 
 

データ変換とは、プラット

フォームやソフトウェアに

よって異なるデータ形式を

相互に変換することです。

データ変換の例として、文

字コード変換、ファイル形

式変換、ファイル媒体変換

などあります。 

特徴④ レコードレイアウト編集が自由自在  

特徴③ データベースとの連携 

を用いてデータ変換すると、 

ホストからオープンへのスムーズな移行 

データ形式の異なるシステム同士の円滑な連携 

が可能になります。 

項目タイプを組み合わせるとレコード

レイアウトを自由自在に編集・加工で

きます。 

レコードの項目順序の入れ替え、レ

コードの選択、定数の挿入、順序番

号の挿入、項目の削除をノンプログラ

ミングで行うことができます。 

多様なレコードレイアウト変換に対応するため、多くの項目タイプを提供しています。 

サポートする項目タイプ 

文字型 文字項目、漢字項目、文字漢字混合項目 

数値型 符号付き10進数、符号付10進数(先頭)、符号付10進数(末尾)  

パック形式(符号付き・なし)、バイナリ(符号付き・なし) 

ビット数値項目(符号付き・なし) 

その他 16進数表現、2進数表現、型なし、出力スキップ、日付項目 

 変換前 

 変換後 

定数 符号付き10進 文字 漢字 

文字   A 

文字   B 

符号付き10進 漢字 

符号付き10進 漢字 

パック 

パック 

レコード選択 

DTR/J の特長 
 

他DTR製品がバッチ処理で

の使用に適しているのに対

し、DTR/Jはリアルタイム

処理での使用に適していま

す。マルチスレッドに対応

しており、Javaのプログラ

ムから使用できる変換API

を提供しています。 

ユーザインタフェース 
 

DTRは以下のインタフェー

スを提供しています。 

・コマンド実行 

・画面実行 

・C言語のAPI 

※画面実行はDTRIIのみ 

※DTR/J はJavaのAPIのみ 

は高機能データ変換ソフトウェアです。 

システム間で異なるデータ形式を強力に相互変換します。 

文字コードの違い 

ファイル形式の違い 

外字の違い…… 

  DB 

UNIX系サーバ 

DTRII では入出力先にODBC準拠のデータベース（以

降はDBと記述）を指定することができ、DBの任意のテー

ブル・ビューからデータを 取得すること（DB入力）や任

意のテーブルに対してデータを追加すること（DB出力）

ができます。 

※DBとの連携機能はWindows版のみの機能です。  

 

出力ファイル 

 
DBテーブル 

DB入力 

 

入力ファイル 

 
DBテーブル 

DB出力 

DTRの製品ラインアップ 
 

DTRは以下のラインアップ

を揃えており、多様なプ

ラットフォームに対応して

います。 

・DTRII：Windows版 

・DTR/Linux：Linux（Red 

Hat Enterprise Linux）版 

・U-DTR：Solaris版 

・DTR/JHP：HP-UX版 

・DTR/J：Java版 

DTRパラメタ作成支援

(COBOLインポート) 
 

DTRIIのGUIで は、COBOL

登録集をインポートするこ

とで、COBOLデータ定義

に対応したDTRパラメタを

自動生成することができま

す。 


